星に願いを20190710


人物

望月 ルナ（もちづき るな）
暁 日向（あかつき ひなた）
住江 七海（すみのえ ななみ）
カッサンドラ
水上 昴（みずかみ すばる）
木土 雷斗（きど らいと）
火野 健闘（ひの けんと）
[bookmark: _GoBack]木土 風雅（きど ふうが）
天夜 真昼（あまや まひる）
金子 美久弥（かねこ みくや）
月夜見 糸（つくよみ いと）
ニュースキャスター


ニュースキャスター:今回、カッサンドラシステムによって初めて選出された内閣総理大臣が就任したことにより、再度カッサンドラシステムへ注目が集まっています。カッサンドラシステムとは、15年前に導入された幕土雷斗博士と水上昴博士の開発したロボットシステムの総称であり、現在は国民全体が15歳誕生日に職業判定を受けることが義務付けられています。なお、幕土雷斗博士は二年前から行方が分からなくなっており……

（上手からルナ日向登場しながら喋る）
日向:ついにきたな。この日が。
ルナ:日向、お誕生日おめでとう
日向:それをいうなら、お前もだろ。同じ
         誕生日なんだから。
ルナ:お互いついに15歳だね 
日向:そうだなぁ。あれ？
（上手より七海）
ルナ:あっ、七海ちゃん。いよいよだね。カッサンドラシステムによる職業判定。
七海:はーい。私、やっぱりアイドルになりたいでーす。
日向:アイドル？
七海:海より深い優しさ。美しき女神の微笑みで、あなたのハートを撃ち抜いちゃうぞ❤️女神系アイドル。「ななみん」こと、住江七海です。
ルナ:ななみーん
七海:よし！みんな踊ろう！
日向:はぁ？
七海:みんなの女神、ななみんのダンスが始まるよ！皆さん手拍子お願いします！

ダンス:ハイスクールミュージカル

七海:まぁ、アイドルじゃなきゃダメってわけじゃないけど、憧れはあるよね。ってか何で職業判定受けなきゃいけないの？
（火野、風雅下手より入ってくる）
風雅:国民のデータを一括管理する事によって、職種ごとの人数の偏りを減らし、科学的にその人に一番あった職業につけるため就職率も上がる。
七海:難しい……
ルナ:あのー、どちら様でしょう。
風雅:あぁ、私達は警視庁警備局カッサンドラシステム警備部門からきました警視の幕土風雅です。
火野:巡査部長の火野健闘でーす。
日向:舌、噛みそう。
ルナ:警察庁……えっ、警察？
風雅:はい。カッサンドラシステムの警備をしています。
七海:おまわりさんっぽくないね。
風雅:この人、問題ばかり起こす上に昇進しようとしないので実績はものすごくあるのに巡査部長止まりなんですよ。挙句の果てについたあだ名は「警察庁の破壊神」
ルナ:警察庁の
日向:破壊神
七海:ダッサ
火野:個人的には気に入ってるんだけど。破壊神
風雅:あなたが問題起こすと、上司の俺の責任になるんですから大人しくしてください。火野さん。
火野:はいはい。
昴:待たせたな。
（昴、カッサンドラ、下手側より登場）
昴:久しぶりだな風雅くん。あぁ。今は、幕土警視か。
風雅:お久しぶりです。
昴:本日の職業判定者かな？
火野:あぁ。
昴:カッサンドラ、ご挨拶を。
カッ:こんにちは。カッサンドラです。よろしくお願いします。
日向:これがカッサンドラシステム……（ジロジロ見る）
ルナ:世界最高の人工知能なんですよね。
昴:あぁ。
七海:じゃぁ何でもできるの？
昴:人を傷つけるようなことはできない様にプログラムしてあるが……まぁ大抵の事は何でもできるぞ。
ルナ:へー
七海:じゃあ……オッケーカッサンドラ！
日向:おい、そんなスマホに話しかけるみたいに。
七海:えっ。じゃあ、ヘイ、カッサンドラ。
日向:機種の問題じゃない。
ルナ:カッサンドラ、電気を消して。
日向:おい。
（電気が消える）
5人（昴、カッサンドラを除く）:おぉ
ルナ:電気をつけて。
（電気つく） 
5人:おぉ
七海:出来るんだ。
日向:世界最高のロボッんだから当然って言や、当然なんだけど。
火野:すごいな
カッ:気が済みましたか?
ルナ:あっ、ありがとうございます。
カッ:では、測定を始めます。
昴:あぁ。では、まず住江七海くん。君からだ。
（昴、七海を椅子に座らせる。） 
昴:じゃあ、カッサンドラ。始めるぞ。
カッ:はい。
（カッサンドラ、七海の耳に手を当てる）
七海:あぁ。なんか緊張してきた。

［測定の音楽みたいなのがあるといい］
カッ:測定しています……測定が完了しました。発表させていただきます。住江七海様の職業は……パティシエです。
七海:パティシエってお菓子作るあの？……やったー
ルナ:よかったの？アイドルが夢なんじゃ……
七海:別に、アイドルちょっといいなーって思ってたけど。まぁ、お菓子作りは好きだしパティシエって響いいし。
火野:満足したならよかったな。
風雅:じゃぁちゃっちゃとやっていきましょう。
昴:暁日向くん。天文部所属。ほお、なかなか理数の成績が良い様だな。
風雅:天文部って珍しいですね。
ルナ:宇宙飛行士になりたいんだもんね。
火野:まぁ良い結果が出るといいな。
日向:はい。
（日向座る。カッサンドラ、耳に手を当てる。）
カッ:結果が出ました。
昴:ほぉ
カッ:発表させていただきます。暁日向様の職業は宇宙飛行士です。
日向:嘘
ルナ:日向やったじゃん。
火野:ほんとよかったな。
（ルナ、火野、七海騒いでいる）
日向:あの。ありがとうございました。
昴:なぁに。私に礼を言う事じゃない。彼女はお前の能力を科学的に見ているだけだ。才能、努力、知識、適性、性格。全てを見ている。夢を叶えたのは君自身だよ。
日向:……
七海:じゃあ、最後はルナだね。
火野:君の夢は？
ルナ:……美少女戦士ですかね
全員:……
ルナ:冗談ですよ
七海:そういう冗談をいきなりぶっ込んでこないでよ。
昴:望月ルナ。特に何に秀でていると言うわけでもないようだな。ここまで平均的だと逆に恐怖すら感じる。
ルナ:平凡ですみませんね。
カッ:では計測します。
ルナ:どうだろう。
カッ（沈黙）
昴:どうしたカッサンドラ。
カッ:……測定不能です。
全員:はぁ？
ルナ:どういうこと?
カッ:望月ルナ様は測定不能です。
昴:カッサンドラ何が起こっている？
カッ:わかりません。再度測定します。（測定する）……やはり、望月ルナ様は測定不能でございます。
七海:嘘でしょ。
昴:測定不能の人間がいるなんて……なんでこんな……
カッ:わからないのです。
日向:ルナはどうなるんだ？
昴:……何かカッサンドラの不調かもしれない。今日は彼女を設備するから一旦帰ってくれ。
（昴、カッサンドラ以外上手へはける）


（昴、キーボードを叩く）
昴:なぜ、測定不能なんだ？どこか調子が悪いところでもあるのか？
カッ:申し訳ありません。自分でもなぜだかわからないんです。
（昴、パソコンをいじり原因を探す）
カッ:あの、昴博士。
昴:どうした？
カッ:……チェスでもしますか？
昴:……君にしてはずいぶんと、突飛した質問じゃないか？
カッ:博士が、あまり楽しそうじゃなかったから。雷斗先生とチェスをしているときは、すごく楽しそうです。
昴:感情まで感じられるようになったとは。君はいつでも私の想像を超えてくる。
カッ:昴博士はチェスがお強いですよね。
昴:そうかな。……でも、あいつはものすごく弱かったな。
カッ:そうでしたね。
昴:ああ。あいつは相手にならない。
カッ:どこに行ったんでしょうか？
昴:あいつの考えは理解できないよ。
カッ:なぜ、昴博士はあの 方を探そうとなされないのですか？あなたならすぐに見つけられるはずなのに。
昴……
カッ:雷斗先生に会おうとしない本当の理由は何なのですか？
昴:あれは馬鹿な男だ。
カッ:先生は天才です。
昴:ああ。そうだな。あいつの才能は嫉妬に値する。
カッ:馬鹿と天才は対義語のように思えるのですが。
昴:……そのうち分かるさ。

（暗転）

（ルナ、日向、七海、上手より出てくる）
ルナ:測定不能ってどう言うことだろう？
七海:大丈夫よ。ねぇ。
日向:なんなんだよあのポンコツロボット。
七海:まぁ、難しく考えすぎないことね。自由にしていられる時間が長くなったじゃない。
ルナ:……
怪しげな音楽。
日向:なんだ？
（下手より真昼、美久弥、糸）
（戦隊モノみたいにばばっと出てくる）
ルナ:誰？
糸:我ら！
真昼:対政府組織！
美久屋:リベルタス ！（ポーズ）
ルナ:リベ……なに？
美久屋:リベルタス ！（ポーズ）
七海:なにそれ。
日向:知らないのか？政府に刃向かうテロ組織だよ。
ルナ:えっ、危ない。
真昼:危ない組織じゃない！我々は自由のために、政府に立ち向かう革命軍よ。
美久弥:（ルナに）君可愛いねー、俺と遊ばない？
七海:やっぱ危ない。
真昼:それは、こいつが特殊なだけで……
美久弥:俺、金子美久弥っていうの。君たちと、俺運命なんじゃない？
（2人に絡んでいく）
七海:うわぁ
糸:やめて。美久弥くんに触んないで。
3人:へぇ？
糸:私はね、ずーっと美久弥くんのこと見てきたの。美久弥くんがいないと、生きていけないの。美久弥くんは私の全てなの。
美久弥:糸、お前と俺は運命の赤い糸で結ばれてるんだよ！
糸:糸だけに？
美久弥:ああ、君だけに。
糸:美久弥くん❤️
美久弥:糸❤️
（なんか、イチャイチャ）
七海:なに？これ？
日向:俺たちは何を見せられてるんだ？
ルナ:この人、運命が多すぎるよね。
七海:女なら誰でもいいんじゃない？範疇ひっろーい。
美久弥:包容力があると言ってくれ。みんな心から愛してるしみんな本命だよ。
七海:はぁ？誰に対しても本気とかこいつなんなの？何様なの？
日向:逆に、正面切って遊び相手になってくれって言われたらお前は許せるのか？
ルナ:それはそれで誠実さと呼ぶのかもね。
日向:呼ばねーよ。
真昼:おい！話がそれている！私達は革命軍！私達はカッサンドラシステムに反対している！私達から自由な選択を奪っている、あのシステムが憎い。だから闘うんだ。自由のために！夢のために！（ミュージカルっぽく）
美久弥:こいつらに見覚えは？（写真を見せる）
日向:誰よこの女！
七海:彼女みたいなこと言わないでよ。めんどくさい。
糸:美久弥くんの彼女は私よ！
七海:ほら、まためんどくさいのが釣れた,
ルナ:この人どっかで……分かった！！この女の人昴博士じゃない？今より若いけど。
七海:じゃあ、この隣にいる男の人は。
日向:幕土雷斗博士
真昼:カッサンドラシステムを作ったこの二人こそが、諸悪の根源。自由を奪った悪魔よ。
七海:そんなの
真昼:君たちも私達の仲間にならない？
ルナ:え？
真昼:貴方達だって、職業判定に少なからず不満があるでしょう。自由に生きるには、幸せになるには、カッサンドラシステム自体を壊してしまわなくてはならない！！そう思わない？
3人:……
真昼:一緒に変えましょう。この世界を正しい人々が集まればなんだってできるわ。カッサンドラシステムこそがこの世を悪くしている。私達の手で救わなきゃ。博士達を、ロボットを倒さなきゃいけないの。
3人:……
真昼:さぁ、私の手を取りなさい。さぁ！
（誰も動かない。上手より火野）
火野:なにしてる！
真昼:お前は！
美久弥:警察庁の
糸:破壊神！
日向:火野さん本当にそう呼ばれてたんだ。
火野:お前ら、革命軍の奴らだろ。恐喝の疑いで逮捕する。
真昼:恐喝なんてしてないわよ。
美久弥:今日はな。
火野:今日は？
糸:一旦逃げましょう
3人:さらばだ！
（真昼、美久弥、糸下手へ）
火野:おい！まて！
（火野、日向、七海追いかけて下手）

（上手より風雅）
風雅:大丈夫ですか？ルナさん。
ルナ:大丈夫です。
風雅:全く、人の命令も無視して追いかけて……無鉄砲たちを追いかけに行きましょうか。
（風雅、下手側へ）
ルナ:あの！
風雅:何でしょう？
ルナ:……カッサンドラシステムは本当に必要なんでしょうか？
風雅:そうですね、私には否定も肯定もできません。ただ、大人はみんな真っ直ぐ前に進みたいだけなのだと思いますよ。
ルナ:どういう事ですか？
風雅:何かに挑戦する時に大抵は失敗したときのことを考えてしまいますからね。それが無い人は、いわゆる天才か、救いようのない阿呆です。自分が真っ直ぐだと思う道を進むのはなかなか勇気が要るんですよ。人に絶対的な信頼を置くよりも、自分を信じる事の方が何倍も難しいですから。
ルナ:カッサンドラシステムに頼れば安心していられると？
風雅:そういう事です。舗装されている道は歩きやすいでしょう。
ルナ:風雅さんには、夢とかなかったですか？
風雅:……ないという事はないですよ。私だって夢見る青春時代くらいありますよ。
ルナ:そうですよね。
風雅:警察官はカッサンドラシステムが言うように、私に合った職である事は確かです。
ルナ:……
風雅:もういいのなら3人を追いかけましょう。
（風雅、再度下手側を向いて歩き出す）
ルナ:あの！……風雅さんは、今幸せですか？……真っ直ぐ進めてますか？
風雅:……さぁ？……どうでしょうね。
ルナ:……
風雅:気になるのなら聞いてみますか？
ルナ:何を？
風雅:開発者にカッサンドラシステムを作った理由をです。
ルナ:昴博士にですか？
風雅:いいえ。
ルナ:へ？
風雅:もう一人の開発者、幕土雷斗にね。聞いてみたいのなら、一週間後またここに来てください。合わせてあげますよ。

（暗転）

（上手より風雅、ルナ）
ルナ:ここで博士と会えるんですか？でも、雷斗博士って現在行方不明なんじゃ……
風雅:私だけは居場所を知ってるんですよ。他には漏らさないという約束で。まぁ理由はもうじきわかります。
（雷斗、下手より登場）
雷斗:やぁ、待たせたね。 
風雅:遅いですよ。相変わらず、時間にルーズですね。
ルナ:あのー……はじめまして。雷斗博士。
雷斗:可愛らしいお嬢さんだ。こんにちは。望月ルナちゃん。
ルナ:私のこと知ってるんですか？
雷斗:びっくりするぐらい平均的だね。絶滅危惧種かも。
ルナ:それ、昴博士にも言われました。
風雅:警察のシステムにハッキングするのはやめろと言ったでしょう。兄さん。
ルナ:えっ？兄さん？
風雅:私の苗字思い出して下さい。
ルナ:確か、幕土……あっ！
雷斗:兄です。
風雅:弟です。歳は離れてますが。とりあえずルナさん思う存分話して下さい。私は仕事があるので。
雷斗:えー、もう行くの？
風雅:現在進行形でニートの兄さんと違って忙しいので。では。
（風雅上手へ）
雷斗:まったく、昔はあんなに可愛かったのに……とりあえず、ルナちゃんそこ座って楽にしてて。
ルナ:あっ。はい。ありがとうございます。
雷斗:それで、僕に聞きたいことっていうのは？……なんでカッサンドラを作ったのか？かな……ちがう？
ルナ:……そうです。
雷斗:……昴に出会ったのは僕が13の時だったんだ。僕はね、みんなにそういう、自分の人生を変えるような人に出会って欲しかったんだよ。ただそれだけだった。
ルナ:……私は、カッサンドラシステムに測定不能と言われました。……何の才能も夢もないからだと思うんですけど（自虐的に）……小さい頃は自分が何にでもなれるような気がしたんです。でも成長するにつれて、自分が特に個性もないってことに気づいてくるんです。
雷斗:それは、逆に何でもできる可能性があるってことなんじゃないかな。君達はなんだってなれるんだよ。
ルナ:雷斗博士はカッサンドラシステムは正しいと思いますか？
雷斗:……僕は、その正解を導き出すことが怖くて自分を信じられなくて逃げた男だよ。……僕にはわからない。
ルナ:そうですか。

（上手から風雅が慌てて）

雷斗:どうしたの？仕事は……
風雅:仕事です……リベルタスが昴博士とカッサンドラシステムのある研究所に乗り込んで来て……
ルナ:え！
風雅:日向さんや七海さんもいます。ルナさん来てください。
ルナ:はい！……雷斗博士、お邪魔しました。
雷斗:ああ。またおいで。
風雅:兄さんはどうしますか？
雷斗:やりたいようにやるさ。
風雅:そうですか。

（ルナ、風雅上手へ）

雷斗:やっと覚悟が決まったよ。


暗転

リベルタスがいる（なるべくたくさん）
歌『民衆の歌』

（下手に火野、日向、七海が出てくる）


火野:ここから先には通さない。
真昼:お前たちは私たちがどれだけのものを奪われたか知らないんだ！
糸:自由も夢も奪われてるのよ。
美久屋:今こそ戦いの時だ。
七海:そんな……
真昼:私たちは正しい。これから始まるのは私たちの革命よ！
日向:そんなの、暴力で解決しても……
真昼:お前には分からないだろ！お前たちは成功者。でも、夢を自由を無理矢理手放させられた者たちがいる！
日向:……あんたは？あんたの夢は？
真昼:私の夢はヒーローになること。この世界に必要な人間に、正義になることよ。

（上手より、風雅、ルナ）

ルナ:こっちですか？
（風雅立ち止まる）
ルナ:……風雅さん？
風雅:考えていたんです。……カッサンドラシステムについて。
ルナ:え？
風雅:あなた、私に聞きましたよね。私の将来の夢。……私はロボット研究者になりたかったんです。
ルナ:…….
風雅:昔から兄は天才と呼ばれていました。その存在が壁となって……嫌いでした。憧れの対象であるはずの兄が……兄であるがゆえに、大嫌いでした。…….私が15の時にはカッサンドラシステムは実用化されました。……結果は警察官。兄さんは自分の才能で、私を否定したんです。……私がリベルタスを作ったんです。幕土雷斗の大切なものを壊してやるために。
ルナ:そんな……
風雅:ルナさん。私と一緒に来ませんか？
ルナ:私は……私は、自分で自分の進む道は決めたいです。それじゃないと真っ直ぐ進めやしないから。でも、誰も傷つけたくない！……リベルタスには参加しません。
風雅:そうですか。
（風雅、下手に歩いていく）
風雅:ルナさん。私は真っ直ぐ進めてますかね？
ルナ:それは、私には分かりません。
風雅:……そうですよね。

（下手にはける）
（暗転）

（場面、カッサンドラと昴がいる。カッサンドラは上手側に座りスリープモード）

昴:革命軍がこんなところまで。早く逃げなくては……カッサンドラは私が守ると決めたのに……

（雷斗下手より登場）

雷斗:やぁ。久しぶりだね。
昴:……どこからはいった……
雷斗:僕と君で作った研究所でしょ。どこからでも入れるよ。
昴:こんな時にのこのこと……上手くやれなかった私を嘲笑いにきたか？
雷斗:そんなつもりじゃない。
昴:なら、何しにきた！今更、お前が……
雷斗:昴……
（雷斗昴に近づく）
昴:触るな！！
雷斗:……
昴:私は、決めたんだ。この世界をよくすると。カッサンドラを守ってみせると……
雷斗:……僕は、今日ここに彼女を殺しにきた。
昴:……なに言ってるんだ？彼女って……カッサンドラか？
雷斗:……あぁ
昴:ふざけるのも大概にしろ！そんなことさせるか！彼女は……私が作っんだぞ。
雷斗:僕たちで作ったんだ。……君には今の状況がみえてるか？
昴:見えてるさ。人間が自由な行動を取れば、争いが起こる。無理にでも考え方も価値観も統一してしまえばこの世界は平和になる……それこそが幸せだ。誰も……誰も傷つかない。彼女は必要なんだ！
雷斗:それがほんとに幸せか？自由を奪うことが。
昴:……お前はいつでも優しいな。でも、その優しさは時に誰かを傷つける
雷斗:……幸福でない人生を誰が望むんだ？自由でない日々とは本当に平和なのか？
昴:……お前はなにを恨んでる？？こんな事態を起こしたカッサンドラか？
雷斗:違うよ。
昴:ならなんだ。リベルタスか？それともカッサンドラを利用した政府か？
雷斗:昴！
昴:それとも…………わたしか？
雷斗:違う！……僕が許せないのは……あの日2年前のあの日、自分で正解がわからなくなって、選べなくなって……カッサンドラを君に押し付けて逃げた自分が一番憎い。……でも、もう逃げない。ここで終わりにしよう。僕たちの手で。

（カッサンドラが起きる）

雷斗:……おはよう。カッサンドラ
カッ:お久しぶりです。雷斗先生。
雷斗:……話は聞いていただろう。
カッ:……はい
昴:ダメだ。そんなの。……本気で言ってるのか？
カッ:昴博士、私は15年間沢山の人間を見てきました。沢山の人がここで歓喜の声をあげ……たくさんの人が絶望していきました。それを見るたび昴博士は辛そうに見えました。
昴:そんな事……
カッ:そんな貴方を私はもう見たくないのです。……私を自由にしてくださいませんか？
雷斗:カッサンドラ、君のデータを破壊するよ。
カッ:はい。2年前から覚悟はできてます。
昴:カッサンドラ、ダメだ、待って。行かないで。お願い。
雷斗:昴、カッサンドラの意思を尊重してあげよう。

歌『ココロ・ココロキセキ』

カッ:……雷斗先生。昴博士。私は何のために生まれたんでしょうか？私が生まれた意味はありますか？
昴:当然だ。
カッ:私はお二人の役に立てましたか？
雷斗:勿論だよ。
カッ:……ありがとう。さようなら。

暗転

ニュースキャスター（声だけ）:昨日起きた、カッサンドラシステムの故障事件について警察は原因不明としており、復旧の目処も立っていないとのことです。文部科学省はカッサンドラシステムの廃止を検討しており……

明転
（椅子に座っている雷斗。机の上にはチェス。上手から昴。雷斗の向かいの席に座る）

昴:相席いいか？
雷斗:……って、もう座ってるじゃん。
昴:いいだろう。朝から、大臣達の前に引きずり出されるわ、記者に囲まれて質問ぜめにされるわ……まったく、お前は昔からこういう面倒なことを私に押し付けて……
雷斗:ごめんごめん。……あっ久々にチェスでもどう？
昴:お前じゃ相手にならない。
雷斗:2年前の話でしょ。
昴:……
（昴と雷斗チェスをしながら話す）
雷斗:……後悔してない？
昴:……後悔したって始まらないだろう。……お前の方こそどうだ、お前の望んだカッサンドラのいない世界だぞ。
雷斗:……そうだね。
昴:カッサンドラの故障にリベルタスが、風雅君が絡んでいることをもみ消しただろ。……お前は弟に甘いな。
雷斗:ごめんってば。……僕さ、チェスって苦手なんだよ。
昴:はぁ？そんなこととうの昔に知ってる。
雷斗:チェスって勝つためには自分の駒を相手に取らせなきゃいけないじゃん。……僕はさ、誰も見捨てたくないんだよ。みんなに幸せになってほしいんだ。
昴:まったく、お前はいつでも優しいな。側から聞けば、綺麗事だが。……チェックメイトだ。
雷斗:えっ！嘘！
（昴、席を立つ、上手側へ歩いていく）
雷斗:昴！
昴:……
雷斗:僕の選択が正しかったかは分からない。でも……後悔はしてないよ。
昴:……次はどんな世界を望む？
雷斗:えっ？
昴:雷斗、次は一緒に何を作る？君は何を目指す？
雷斗:あははは。そうだなぁ……次は何をしようか。

暗転

（ルナと日向がいる）
日向:あれがアルタイル、デネブ、ベガ。
ルナ:夏の大三角だっけ？
日向:そう。一等星だから綺麗に見えるでしょ。
ルナ:うん
日向:今見えてるアルタイルの光は17年前のものだけどね。
ルナ:えっ？
日向:距離が遠いから光が届くまで17年かかる。デネブなんて俺らは1400年以上も前の光を見てるんだ。だから今光っている星も、もう無くなってるものがあったりする。
ルナ:人もそうなのかな？
日向:えっ？
ルナ:今は目立たなくても、いつか自分が輝いてたことが誰かに伝わる日が来るのかな。
日向:大丈夫さ。きっと。
（上手より七海）
七海:おまたせー
日向:遅いぞ
七海:何よ、空気読んでやったのに。
ルナ:どこ行ってたの？
七海:ちょっとそこのコンビニ。こいつ要らないらしいから二人で食べましょ。
日向:誰も要らないなんて言ってないだろ。
ルナ:あっ、きのこの山ある。
日向:えー。俺たけのこ派なんだけど。
七海:知りませーん。あたし断然キノコだもん。
ルナ:えっ、どっちでも変わらなくない？ 
二人:全然違う！
ルナ:なっちゃんのオレンジある？
日向:俺コーラ。
七海:二人とももうちょい私に遠慮しなさいよ。あっ！午後ティー私の！
日向:もう誰も星見てねーな。
ルナ:見てる見てる……あっ、流れ星！
七海:えっ！嘘どれ
ルナ:ほらあれ。
日向:ほんとだ。
七海:お願いしなきゃ。アイドルアイドルアイドル。
日向:やっぱ諦めてなかったんだ。
七海:そりゃそうよ。自分の信じる道を行くことにしたの。
ルナ:この空はずっと続いてるんだよね。
……みんな見てるかな？

（一時暗転し、キャラクター（カッサンドラ以外）みんな星を見ているポーズ）

歌『サザンカ』

カッ:（指をさしながら）星に願いを！

end
